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序

昭東口2rj主席馨務概況報筈

巨ヨ　　　　沸

序　言

I､磯裁金屋に陳け葛事項

1.県欄成金葛工薫の概況と賛顔の硬筆

2､滴善事項

Cl)葉池滝尊並帯杏

也)依頗加工用頴製

巧〕設慮磨滅憲二更刺

抽　偉農産甚

(5)乗避及学斜の題養

了､

(I)発着武農反で尖前額

(2)蔵薦斌蛍

4.薦膏凍垂

5､蹄発会

6､折内通導に南する事項

丑､表製造工蓑に車する事滑

1.葦寮概況-

2､滝着蕃原-

Hj　兵地鳥塵原話碁

〔2)贋郡客

cn　依頗加工月謝--1･.---I--~-‥…-I

くわ　設病月岡

3､京紫薪粟事原-一一

(U　弊毒哉寮　(2)成瀬試筆

4､モの他

甲　奄専

_‥‥…‥--･------(4)

､l

蕃析Tj:露和二ワ王4月1 ∈牒窄改革によ一て裏革二葉試韓見f}軸訊｢と⇒轟L ､輔

全量宵質と､木=時好で)誉髄導符領として発口.t臥某遍3丁五言岡しノ､主t Lて頻T吐〕ノ｣､

企業.j環境と技鋸7k登の向上を頗る7こ抑こ､胴8,｣､蕉夜会嵐練製品=鼎二対す香揮覇7,

専初島曇に原版金屋並L=太製品r,nDエ拓勅･:･試廉軍7L亡研究　ヱ噂昌嘉Tjにその鮮紅華

崩の筑齢析局び金麦　鵬威､蓋BrfJ試作改良昼び番聖　二5)酎胡岩男の利那岩垂等万

葉常吉遅行LT一､召C東に脚2 {),五度慧啓乾軍刀潮専歪まと･5!て衆宅するし

1.禦T無禄豊富=葦･/'つ概:兄と業審(I,7)撒要

既刊ILl';ヨ景レ〇茶撃て/}常採金星工業ETL , 77し,蓄育てに禿)て.そこr)運営が非常+j害

鳥に掛｣敦専属承金蔓二蛍′漣JJL運筆C;')大草亘占竹てし＼毒牙韻'idE.′ごノバ1■L_71 ･コ､ソプ製

章票仁､違和部面Ijノー韓博満にJEリ要に冶善がり万亡.JL､之を切り茶けノし/7iv胃にはL　_より

よき昌言等く需要毒に屈疎せれErJk亡,JT_iL I /I)で　千〇憩遠;7蔓密で.モ看義矧二王錘正憲き

爵毒に笥丁ミ吉葉fi-L鵜孝吉汚し､.雫生きIhJ台圏ヒ王iE毛7こyJ=作馬齢ノ埼雷肯皇軍-Ljtl補

作貯蓄Jj葉廻桔萱包〒し＼ ､持前電亡14=A＼てr=巡即旨垂により､文言V7相席に社て幸千/)

正妻/ll遷ちに二見生壁に移行ir貢震う市(,;).,吉葉施し､塵寿節発会Ti=鞄蓋し業界･ノ4.%'裏に貫玖_

乱雲恒工樗蹄にJ IJ西日衣葛二･'17)設立は.漂TJF--憶毒に軒-I.-;;意岩場作左もlJL.

tl.11下請葉音･7卓葦新,I.蔦帯和し賢帝辞書桔こゝ蕃1-卓vrp■)設計辰Tjl等Ⅰ蛸旨善吉イモ二T二害尊

号'/')1壷手動蓬に青U､又各慧毒Vう畠盾句Ir_覇了る熱意,-,塙まU､昌と葵に瑚娼譲水多く

.Tjこ-Jご0

2r.指導事項

①　雫i也才畠凄立言闇宣

譲二高森品刀坤(.･り法

自動川東蝉敷夜明凍葛

淋YJ)改夢につLlて

白勤溝,TiL､寄投入常乃席香

車ウイ二手屠Ej9-ヤツヰ頒考

(285件:J

件　庫　畦　倖　件;J V:　r{U r'JI.∵-



足港群臣棟について

銅の窟勤Bエ宏

圧延ローラ-の鷹頃釧こつLlT

舟鳩め瀬端について

スペイラ)Lギヤ-の加工法

飼台金の溜噂にっして

ベ7リ上グの加工法につLlて

=作扶械p7)吹:則こつし､て

ス>ロケ､ツL未ヰルの曲m畠

イ>デItyクスの襟式割出し遠につし､て

錬金の確執にJII ､T

ウオーム原びワオームホヰ)LG)加工去

.樹瞳鵡片の加工について

高妻喪紬の触理法につし＼て

鉄孤描法(裁頭円墳)につLl｢

切戦盛唐につし-て

i"りJL浩異の掛にっUて

臓物補紗二つし､て

鞄用砂につし1て

載亜瑚裏金法につUて

尭持鋲の触こつUて

封砲二つLlて

毒物aLq蛾にL7し､て

鏡金液頗金島に7し1て

電解境につし1て

藩乾尽び療入温度lこつし､て

四職UhD=遠にっし､て

銭目立のダイス碗患l二つし､て

轟鍬こついて

轟且濫費tこついて

ひけ艶二つLlて

轟物の配合につし,て

冷金につし､て

蛸佃瀬畑鞘珊瑚細珊鞘甜順鞘絹甜cl#御甜柵cl #御甜絹地珊紳純綿珊畑作80弼

1■丁一　　　l一

｢

･j√･･.

貫　のイ也　　　　　　　　　　　　　　　　　　42年

大童.尊皇. /T白市･羨娘･瀕邑･湖北地区7億辞御重　9件

@　依腰刀ロ二月頚髄

腰網和島

j敵#奇昌

旋盤用部品

太=同工真環状木工榔呂

ウオーム及びウオーム式ヰ) L

鹿妻額の幾代

歯切紙=

過崖7o L7

年一三勧Ⅱ

7, Lス拷部品

製甑残部五

ラ4-工､バ歯切

倒岡垣塵取

E脚l欝7DL-ト

笥弔芋-/ヾ一束ヰゲ｣ミニ

刃物耕奄

4-エン兼ヰ) L

工7-7)Lス

手動式AE轟崇蕃部品

青写真

饗毒稽鬼入着(依頼試作〕

経線愚　　　(　ク　)

研摩禄　　(　〃　〕

某の他

⑦　三を庵磯頼郷日用教

④　庫長是応各

軸石に額する毛の

#cl細純綿純絹珊細川鞘瀬畑cl #川畑加納甜絹絹純絹伯仲甜2　　　　　　　　　　　　　　　-･-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(∠

( 45~件〕

'J 'J SLr14)

4件

)メ

)　　　＼
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/廿料誌矧こ宵するもの

歳三膚に爵す否も,'/j

lフ消蹄Jに掲寸fjも;,j

JィT:贋札7億専権室に胃す豆もC7)

嚢豊富に宙寸葛も'j)

蕗m加工に顔丁右も;,LJ

罷細こ甫丁竃も刀

鏡劫に喝するもの

細Llこ開するも'.7)

J l S頗格につし'て

摸#,i)改馨に開するも√カ

如丁ユ雇に葛Tる毛巧

=鹿頼簸r)配置に嶺す奄もの

鹿妻の譲儀に脅す舌も,I/PJ

事崇相室に埼丁石も:7〕

声稀祭)?:,篤1に等T TI,もV',A

J急転に項寸-ISも･V,n)

和弘壁に轟す,I)もZ:/IJ,

革･_｢他

曾　実習ri学科7)指導

毒吾平柑時空生に罵耗工,1,Wb軍訟花岡の葉電堪量

毎大空　1名　　　　顛向1ケ月

新中生　4し)JS S日向

帯電鋳初蔑梶養雛竜朝朗へ:l遍1 3席商号ril学純量

1守生　　7名　　　　2当主　了C名

･3･哉額研究事頂

日〕発育言武勇黄馬石井究

-4-･

拍畑LT掴紳班錘憎輔弼{!.踊(?.舛謝錘rT,FL仲

ー　つ】　｢リ　ー

Tv　是垂目　ワ□｢ム鍵金乃聾毅と毒礼賛1こついて

〔員由〕円車力吉左右する有礼章と,7ローム喪銀贈れ毒さと乃専篠互

｢

､き

ぜ

究胴し､毎効遷切なる軸を行うに下り,

し根の概要〕

踊キミ

環試料　軟鋼　254ぺ4''',l4hl　♯iUlll'l)一前垂

鏡重液鵜尿　雫水PEL血畝　　　　　　25こ)㌢t

硫　　　酸　　　　　　　　25才4

水　　　　　　　　　　　1 C,

銀豊富宥　5(〕;C　垂範恋凄　5ur'A/･lL"L乙　応同距離狛11

曙越境　宣旨　　　にて荊iT,研究篤実に皇jLき頭金を行い.

高子L恵{方試韓RE,磯蜜を行LJ.千/)削票/.雇ごと,7) ga傷を莞ろ.

石動雇,JJ試韓

T喜己耗含む-碓冒頭重商I :溶着注し･斬経に哀れilLI'こ毒部屯

点局び米態を覇蜜するで'･･

試審　膏血専塩ド雄　未婚loチt

盆温,5=,亨九水1 i

宗達爵問と石九度との闇1票し2cm2)3試射玉均

槻木灼-にL,モネき三男に臼

6 i　　　　　　〝　　　　　　u　5()I i I3

9　首席就縛のもの多<なる

繊毛の長士短かく放言

60㌦rJ i岩品㌍f,-i雷三城じ

9くつ′ . ■フ

-5'-



召礼膏鶴､ーL一席蘭と貫に農ia,レ.=iく/はり､席rEl水⊥長(′なるに･=れて号( /'Lリ.任命琶貫で

芸毒Z:/T拙､又l塀にいじくrころじaL7盲了Ll東レ㌧ 1分3〔棉LIJ)画風二1分翫翫1億鞍でモVり危

暗rSl,'C漁連と異にご二六一,'し粁夢く,TLり､ 3 〇余援T･EI木部竣音符になるo従って盛止

･tqとしてrJ了r'紗､ 1令3し)紗艮EL､4 C,令以1の銀金時櫛で贋作すれば司と云克るo

鋳金月葛の雪士と肩,lL零しり属係

頭金喋の厚さ測定

輩金槙の厚さ言下記針等式に依って東の吉

子＼∴7t=了文官軒

七二　薦卓矧旬Lrr川り

a_; ,フロム?)上し重し=7.日

DK:電葛尾属　しA/LLHlヱ〕

3':)耕一-i l弟3･Ji,卜

､;会　-　21L令

4,J台動1

JX: 60

T '.　贋金境の厚さ(㍗ll/7nj

i :　フロムの電動L曽当量し=0.52蛾H)

E :　電束初雪(-15yL)

LIPOl:il4 - opJJO8 5 Tn/'711

こ)､〇〇二20 ､〇､o H r!,''m

〔)､ojJ2 1Fym l虻

と,'iリ､量喪主穂IJ孝三r=そ,;涌,IL膏p値壌言葉にL/胡討ち孔喪の宵係からqc'○(J 5 ryh

貢〇十)2 -qo3 F佃1)1上郷勧巣状大さじ1

1トえの7L-苅異

l項目釦言以こて'/7ローム軽重をJ鞄す場合その頂柳眉払即ち単に凄鮪的な場合､二､ソFjL

罰∩下1幽17滴襲､て辱麻内需等によりその笹喋の厚さ宋壁､農作卵が,ee虚し､毒

効遍u]に東金し確言.,

I,3}　凄Ej　軸の電解前賓につし､て

〔弓的〕封の電解研磨に薦してT3不遇戒釦こ奇策責7J存在の篇尚可成LZ)

畠凱机､棄靴こ当り悩みも末乱､箔で喜唾FqTdr就襲尾行　　j

い貢錦金,JW地の鵡碁として凍街の向lAa=切石.

(試筆調睦〕

電解漆ra噸蝕鼓として棲々の顔左旭えに場合の効尊について醇討し､之に基

づrきて言己頂矧こて庁っJ-∴

･j)電鮭頚につし､て

②　電匡-電有志零に-dL､て　　･13)払嘩差等に放し､て

@処理鳴rEiに就し､て　　　　　　S)凝固凝鮎に就し､て

便開化学薬品

過酷(tie 1.6)臓､塩酸､鵡蜜､硫酸､ワローム酪務醸

苛性ソーダ一

石煉汰初刊
･71日JE_り上　　　ビラ+ン､　月琴

碑軸,/1,iT項尾形が

一軒　空母　　　　　　ニ5,4 /Y Sこ:/lJi

痔師寄席

青菜頚の鮮⊆情用びど一刀-

権　威:　為

試乗戒濁尾が考喪

IJD　電解帝に就し＼て

呈示束に耕して　　　囁雇較　1 (J i,1ここ

せ､ラ4-i i,.5㌢ノ'1

割威令として臓､温畝硝酸､萌酸. 7ローム酪魔吉添加

6)訴鹸

励日量107,位Tl最下で厚岸責では乗り物lはし､

騨畝の流刀]は余り効崇なく､　4しンyo雫項帝が萄初

旬　温顧

慮薮の売切r3 5/L'b山円に止めなくてr3:TJlh 5ぷい-過し､万射の秀蛋

白卓庫を向上す言｡

∂　轟畝

比軸相い禿地利でLは禿ろがE LiD70の向では乗り篭に青白tE柑I_

菖　ワロム萱挙

小量JFL荘余り影響はTj:し､町5戸山上にな弓と毒誓下市葛.

歯　顔　酸

購蛤項嘩取曙を防止し研菅が其矧こなっTこL

=～ .A,7L酸

烹壕を零が簸蝕作用速く鍵邑にTl t｣易し､ ｡粘土確7すれば報地

面になり易し､　　5r･1 3 cljro kJra恵し､さ

高額韓.7]n~劉

tf､尽き

-｢7..._



砲物/TT多し'ので電鍵着電清栄し研薗亀まで,S桑されて軍好謀書面^.みSれ忍Ll｡

㊤　グりセリン

解雇作吊としては定好ZiyLど､漆の寿命が貸し､ ,

･i;せラヰ'/

崩塵傭Caグリセリンより劣るが雇の寿命が蓑し､.

尚勧善は0､日･-23,等藍にする.

若葉電毎薮として下の二唾が点し､ことは莞取扱に.

@　廃酸　65cc　鹿顧20cc　塩酸　5cc　せラ4-日534水肌C

㊨　煉酪40こC　硫酸　6°C.C　せラ4日､05Jt

㊧電毎-電威容専lコ鼓し､て

蓄電克免官になるt酸素オスの発生,lht盛んに,Ti ｡て凹凸レ増しし価嘩面や製地面になっ

て不規則は職能tJは石｡笹雪見査膏では溶解爪等LV)で都塵が不能下市っJ-こ｡低電圧

･7鳩舎に着電尭密貴にすれば弔籍雲を乱卦こ高電圧の廃合に轡電流恋育て･ FL有長で虜っjL lll

@液T.はS∇ 45今'd-m2 I--7.5T ILL,JA/加l⊥　@液T･rJT77 t204/加1-8.5∇

2C･oA,GtTnl矧こ索モな7V.75夕am2　⑲液T･･は　8∇ 18SyaTnユ内外部l豆Ll.

⑧処理温秦につし､て

大成SocL以下で･行う.

@　爽　　25　-5r〇℃

(参　液　20　--43cc

4;怨里蒔向につし､て

･@　寂　　2　-8弟

L登　液　3C),秒～17分

･S)奄耶野馳につし1て

題句歴悪的11大きくなれば芥均一は甘く,Td指が､電酸素は鵜恵那毒し､ので醐l大で

雪刀の清書が激し(港近し遁きちと睦軌二鳥生するかス,D7Ltの陰軒別かさ'増昔LiJ坤温

度が上昇し耕庵力堺良であっTLl.　2.5 -4,〇 c m位が適切で房吉.

〔轟音〕

電解耕竜に放て団錘壬生成す苓抹首電解束.温厚67Lt買､増各席･W簿の減少葦は.蘇

恵を有能に了否ことを藤嶋.電解液を安憩こすれば各席件を大味一定にして都塵操作が

比嘉得吉.尚⑳頬よU@費は液の輸射短し､ー

太試矧こよって優策動珂嘘政的な面に声って研癖複出しナこ机触誹蹟解[;就

き行う予定nマ東金の下鵬にJtの曹執権毛深鞘し夢章盛の飽しま企団す.

-8-

⑦　男裏目　蔚物砂につ｣＼て

〔目　的〕 /ぐノLフコップ･の晶墳向上2)に萄前安寿御材融酪戯崇と某にその虜物

砂につし､て潜を行い､慮U]頒物砂原こ船聾を碩せんとすD

〔碩碗蔓〕

①冶i分の利恵　　　　　②　jP薦局か､形款

③　水谷毎の測定　　　　　④　竜　安　武蛍

⑤　義気寿昔東　　　　　　上書己虜目につき軸す

･｣〕粘土の測定

式寮方法　　　　　(曽鷹島にikJ葛)

ィ､試1樹の需凍

りooc士SloCcの向でL 1時rE1- 2飼向乾喧し.その題意の均一と忍められ5部分を馬蹄する.

漂簸量･ 50折(微粒7)童貞ノ埴し､も/1]

2C)～4〔けt (/, 'y　脅しl毛7)〕

□t　晦　歌　書

313ccこEZl帝蛙雷獣にて3 C舜画責弟鳥,〇25:yo帯佳電蓄)7輪を1 50LCLiLL l二保つ.

八､童顔測定

ピー7]-の容量潮ni老lこ1記試料を移し水を加えて直面よりlSOmIllの毒?にし､

Tt余樽拝し用命掛取置Ll澄朝出する次の同量の7睦月□湖畔し. 5分碗常置

し､上記同株那出.

1､卓有毒集開銀扱砂　滝王命　　亡妻温.潰音は秤量廉)

け妻鴨厚産題 剞ｾ纏占虫 ~ノウ 剞ｔﾍ至難凋軒 剽&帝z�.几2�+%JS 仆��席Lkyo 俟9w�+��画一 亂霾ｶb�謔�

H ���������ｭ�?�ﾘb�Aい4日8巨2 劔新 沫2���誓二等 ���l i3 途�81 漠�b�

〟 白�&��呈ﾃDﾃB�一代 都#�ﾂﾃ��倡rﾉ?｢ﾂ���"�日3.2 迭�80 痛�r�

〟 亦�亜�ﾃB�ﾆﾂ�冤8 都"�巨.i - 定5��.〟 �2�13 l 迭�80 俣��ｧf��

1〃 ��ﾂ�貞窗ﾚ#�R繝�##�SX,ﾒ�劔又eHｨ�ｹﾙ9停�����い2座5 �.51 冦6ﾂ�

･!〃 凾� 稚鼎��.22 1 鉄"�I クー ���ク �)?ｨ蒔C��姪SR�54 �5��

〃〃 僂恒2i22† 剴S"�4����途�梯ﾂ�/, 白�ﾈ��ﾃ"��ﾇ鉤B��#"�J ,44 ���

K, �&��?�ﾘb�A恒h2lF72 劔ち 綿�b�+I. ���'f2 �$ﾂ�.a,8廟 

lL/, ～ �4�5ｨ*#�?｣B�剴S��〟 鳴�梯���ｲ�〟. �"�持 �#��･58.I/ 

'y茎〃 僂 ����l3 �#s)fﾒﾂ�白�締����// �2�lrjf �(�ｲ�･6引ク ! 

N 弓 僊 姪r絣�27号r7°麿 劍旗��� ���Io.5 �#b�71旦 

rt ;〟 ｣二⊥ー 傳 緬�り�｢�27 ���x+���〃′ 鳴�糘�� �.r�tlJS �#b�-70日 1 

上､J一一



之互窮虚し7K中に鬼脅す高風｣のなく/EI葛L行い､然る鍵塵等中に常春す各軸曙を蛤曝す言.

2　　　　石旦全　戸∃　≦轟々勿　砂　地工劣､･

~鴫 仞�ｮ)i��ﾈ�<Y&��符等 唸ﾅ��季題ご 俯ﾈﾍ謀､｢�守 �2�島野塵 剳�ｼ 俟8ﾅ)?�R�遺著Yo ��Hﾌ6��謔�

H �僭｢�ﾘx���ﾔｧ"�A 糞#2�｢127 偵S*CR�古 l �2�讃持回17.2日4!8可古t 

//. 凾� ���D2��22 亦�S8�ｲ��亦����風促砂桓 冤 L5.4il4 �80 梯��

′′ �6��gc ��"紕�22 鉄2�1〝 I 傚��hｯiT｢ﾙ��ﾙ��ｳjC��剴�B�80 艇�ﾂ�

I I,i〃 僊f2ーEfSL 剪ﾄ2ﾂﾃ��'新 箸���卵奮iA �38 1 �.r�!76 亢���

I 〟 白簇d"�俔���tF 田��? Ly 尼�梯��〟 �"�40.8 馳I(*#2�箔｢��

1//r/,i 僂 �(�ｲ�lSJ68ぎ 凵c〃 岬(ｹ������9*ﾂ�剿ﾆﾂ�ﾄ�S��肌��

_N ��A ���R�28 都�+8ﾌ8����� 鉾B��� 白���

[コ二二二匡 剩ﾆ�5��｢縱��勍丑二二 價 貿ﾂ�ﾈ���ｲ�剪�
〔鹿言〕房福地六･JD薫香舟便開す香題物砂昆標準砂( Jつへl Bye) tの上崎の幕剰紛各もt f

奨内庭の砂を膚嗣Lてし＼否払釈あるか､之の鬼土合は4 〇 %内外で.鼻助砂と抜舌し噂殺し＼

榔吉っT=｡し便網島に比の砂の僚同左禁止LTt:)今鎮2項以下につき吸珊左

行う予定で市電｡

〔2〕億類試験
ダイス.療蜜試算

匁劫硬度試筆

轟鋤の冒儒力試筆

楓の割張刀競歩

重税巷及び巌の弓偉力試験

磨埠7ラックスの成楯

山土の成分試験

地の卿.圧新車

対戦蜘

4.清度庵査

製品嘱雷向上の薦工作筏椋の薦度左検査し子の碑疹の鬼導吉行っTLt d盛挙垂加工作密

戚台数は棟42台, }*-ノL塵5台.頑磐に恕て打算に補修せ列こ便用してL､るので､ベ

､ソド酷＼ツトストップ専即も常に偉萌してL'笥庖爪麿鼓し､ユ70□>イ鮒多<や再LLRL蜜

曲し､磨れて掛｣.更主軸め脚相当別LベルトL-}1プにより壬軸が載れる米態であ

る｡尚スラストも可成り免振れが秀吉｡

兼l L費に碁てはスピンWL,にガタが弄り､藤吉搾渡であ§ D従って孔朋けに私てEg

芯の取れ尽び童蓮に孔が穿孔出裏蛋註Llの毛当節T･ある｡

一1〇一

5.研究会
二島的バリLフ工作㈱全

日　顔　　　　二月十五Ea

喝　析　　　彦額商工会議所　　奉加竃　'il負

演患　　rL　貴苅秒につし､て　　言　覇的胃金軍靴軌二つUで

③　二代居城刀潰達と製品につし1て

榔答及び毒覚の奄摂

6.所内指導に関する享頂

某　所　竜　　　　　　　　(上'/7名)

句　意　　　　　　　152名

筆薪連番　　　　　　　　47了名

詩積利円　　　　　　　　｡<二名

青煮両替度参観　　　　　　4 67名

某の碓113名

大製炭=業に宵す73喜頂

1.業務の概況

19年豪に蒸け葛木製品誉評蘇8電卓零7)等墓軍刀書費より鎖し徐々に漬菜を晩斉しつつあっTL-｡

産声葉栗に讃耳刀工易粥頼棚を新芽文ra僧表して多量生套∩態堅歪斬7Ll b望禎脚

r言糊Iコ需学の虐政r=両石が､ ≠堕し､粧rでこ一顧に忍折S九空襲巌も?'tなつTLl.併し融

の薦噂と不定CWL摘ま剰鴨豪,動転鱒を計石'kt学が禿ろ･/1で之害乃誘,絶品言渡荒し､碍鞘

封の葛岡の7こ釣鐘靖左石つ7こD

以下29生産の解内容割増し､了｡丑厚は之を基にLて工財ヒ等の美樹､ろよ-?富むも

ので･禿ろ｡

2.趨導事項'

①　専地海星皮萄垂に関する事王事

(cL)出　番膚尊

大もノu:蛾富の計商と腰舵につLlて

し了○伸　　　　　了日名)

1〔1件　(液量大串)目名

-1ト



雇唇i地口エ鹿矧こついて

太工境地の頴智恵こつU T

腰佑重職妾につし＼て

掛原田遠について

金昼夜垂蛍藩について

笹細密官僻碁について

嚇陳云法につし＼て

し&)所内慮毒

柵の冶立につしヽて

大嶺人工乾摩達につしヽて

太工横瀬の誠監由こつUて

台封蒙毒力n=湊に1 Uて

脚こつL)て

藤樹こつUて

走軸物巳工法につL17

轟層財力n=嘉につし､て

太東藷k李測定法について

缶未加工速こつし､て

〔C)萄　壷

壷斜度壷若芽〔豪勇工房1ニ罷否)につUて

洩EE度手動アLスの演能に/)いて

曽療豪雪の声矧こつし､て

太製品業轟の棄憩につし､て

合板製造=崖につし＼て

大工楳叔重層につuて

牌瀬の厳原耐鯛こつLlて

人工尭煤装置につし､て

1,言膚疑庵碁事項

ぬ甘薯によ有毒の

本製品企葉に帝するもの

脚こ開するもの

鳥竃乃顔に顔するもe)

棚人工鹿演iこ顔す奄彰う

加工摂術に顔す73もの

- t2.-

5件

ち/I

2, //

了//

ri //

3〃

名　ケ　ル　〃　ク　クワ　ry･)　C1　4　4　ryj

2 ,J　　　　　　4一ク

(48件　　　　51宕)

3件(武家人員〕了名

2ケ　　　　　　　5′′

8タ　　　　　　8ク

1･γ　　　　　　　1′,

12//　　　　12〃

9,/　　　　　　8 J'

3〃　　　　　　言,/

54　　　　　　　51 //

4//　　　　　　Aク

20　　　　　　　2ク

( 27件　　　　　74月)

9件(灘臥専) 2名

2/J　　　　　　　4 I/

1//

12/y

1)/

'2 'y

Sb

2D

ク　　十　　　与　　ク　　　ク　　　〃-　/6　2　2　Ln c1

Pu

~ノ錦瀬雅雄蛸細へリー′.I.＼

太エノ楳1材こ宵す眉毛の

塗粗環重苦に掬すちもの

港旨割符藤に帝す名車の

La)口答によるもの

木型昌意匠設計に騎すろ毛の

凍製品資粛々貝毒に帝するも7)

大棚芝蝶に宙するもの

垂菓局虐着障術に時する毛の

/tエ居城に宵する毛の

邦工寡覇に戻け毒もV7)

防承匹矧こ専す呑もの

間新聞柳旨芸人に額丁弓も7,,

賦韓に岡す弓もJT

大型丘盛宴に由するもの

等イ東商7]ロ工,g7JP讃雪製に蘭す葛事項

止)詩計団棄/73時製

R]誉榔

歯斉額歳計国

営物
凄｢)　依腰試作

注表具

和宏真

. Ej帝大製品

専顕家青侍弔品

脚嗣克典部品

耕葛貞部品

達男

屑型部員

(C)　依守笥加工

溝泰男

日用太製品

塗兼

二女刃人工乾填

腑　二. LL:LiJ二三L(一1∵･.L

･二.;1　(i)　コ)　7　7　〇　4　1　6　5
口/　-　′エ　　　フJ ry)　　　　ウー1　-

一′J

Y碑　　　1 5巌

i庫　　　　4#

2 ,.　　　　　e)- y

Sク　　　　　JET〃

(66年一一　　514点〕

さ1件　　　79貞

I 9,,　　　14 /,

4/,　　　　5 /,

卜,　　　　1 ,I

8ノ　　　192//

1,.　　　　1'′

1 ,'　　　　　2'/

1/7　　　1 50^'

ほ?件　　　26C膚)

コl千　　　　二.5

73,,　　1 12,/

16</　　　29,/

lク　　　　　1〆

-1~ヨー



岸毒ml

対韓祇奄裂部品

塵整土木吊苅nl

工薦若鳥宗男

木製醜紐帯戚

ビニーノL′抜加工

産真東加工

④謝｣用事頃

木工詫由周

て
しノ.

~14-

哨三･...../1

ク　　タ　　カ

一ノJ

I/;..--

1　7J

点　ク　〃　ク　〃　〃　ク1　5　4　7　(ノーd 1

437′件　　　8了5励

記事研究事項
t卑恵競輪)

J)磐アナ対1=よる雇電木製品試･乍侵魂有耐両試幹

I( ･価頒綿

2･駄雪渓'ぐ＼∵ト蓬敢七薮式襲

GLTl　字幕岡等不曲げ選管荒蕪

④　午新帝盲太乃ビニーjLテ-働鵡

:3 717,937嬢姫拝領剤反石岩盤樹月撒喜久にめけ雪嶺責.職の上崎蹄

-芸旦日月-

且)石井更意日

馬窒7 'jI軌こよる薄雪太製式訂官質感摩耐用京車

〔碍重要)

諏崇?'北凱胤こ忘. 7'丁つ観.草弄り　未刊開敬重tしてブナ;つ活用底等錦

に村三-ILてし＼有-I:p-S太二兼に± :3て芯重要謀宗究蘇うろこ当抑=放て抜畳ま

二軍差i未製品,Wについて碗周葱行って兼fC.賛辞碓健に鑑みて天童弟l

草三才堰,電磁汰L凝東田ステッキ月シマ､ルし. =シSII二台に適用すべ､<武

恨む亨し､ ､壷度環耐岡試筆吉相行中であ各で

〔言:j･.-)

ビロード凝栄辱ステンキ▲廟鼓携帯てテツ辛破作席耐嗣髭寮

LB　的〕

新局ステッキ白唐藩作弔在伴う展膚に便弔さrL7=訂=の確による鎖が夢し､.

矧こ単一対の7こ頭昌の灼-健に焚けるL文太東) _Hこあて歩Jrリ悪く欄憲とな

り恵配布るさ=3)点よリブナ盲摩用し専管と,1J:し廃品潤一佐t醐醇の向上

ノー､

＼_～

壬封っ,'こもujで布石o

r盗過度環境｣

単作に専する鰯六着

fT　塵　　　　ブナ皇7ヒ李　　仁卜∴】 5ryo

凄毒剤　　′御毒柵醐偏執こ1= -)LIP)L甘,項詩Il

さ師資　　幸廟足摺屠　12Kt:,),=tiil

ビロード穎蔵嗣ステッキ7)票会　費ご侵弟　4硬萄層とすL

与りペン　　//　　　　　,/ 1.5令　4欄tlD

鹿細崇

基部詔司愛しL責も荷重吉夢ける束鼠より凝4才の位置に荷重短刀廿L農大荷書

に放け弓割梨お米悲喜莞γしぼで己の盛りで禿る3

尉虐　　勘　最構庫　裏虐

ラ,)!ドガ　　/　　　25時　78桝n(㈱

ブナ雇菅　71j-J腐明言　Å5,/ tL)lL5/, //

軸　ii7,/ 85,/ ,,

仁一)LlqJL詣1, 2コ〝　明5', A

丁ご｢.･.■~　-_　~~~｢　ご;  .

耐再試頗

ビロード､司7■丁眉摺ステッキ特車､ 4-困>帝全林を細凝横に蕃冒し.4t)

日脚蒔雫状正課勿/.9 L ､.

価格草考

太東曹　　長看評債　　封

ビロード瀞韓咽てチソキ　　4.'2つ円　　4.｡0円lう.2つ円

+リXン　　(,　　　1 1･ユ･3,,　rjLこ｡ヶ　ニ0.20円

(市巌カシスチッキEfビロー絹25-2r7円｡鵜瓶用了5-4･3副

〔収の/'m異〕

市願望義ブ]ミ-ステッキは耐酸に私′､て胸一塩に,刀けるV席層ガのものは耐嗣式

磨4C)E]謀るTJの海南出原し叫が#に匹敵す呑ものと雫桝胤カー雀につ

いて臥はるかに慮呑JJqも著し瑠偉少産噛.媚丁抜期待できるものモ萄否.

(其の二)

層層= >jilン台･カ鼓館長耐用鼓舞

(日　的】

比較的′｣､罵刀のエン中台出道美感射歪圭として臥､てe弓.雪敷けナ頭稽封と

Lて製作し療稚.耐ズ蛙の向上を計っ7Lものである.
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〔逸蛸〕
製作に要す高貴封局方去

/材虐　　　　フナ会頭肇　　　17へJFR;

痔毒凱　　轡　　常温靴

邦家　　　寺節足サク凍　　I r2-151kb(L TTI 1

寸,去　工雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

一　一　一Ⅱローー　　　　　[Ⅲ仁　一一一

■■l■■■■■■■■■■■■■■i
r　　　　　　　　~　　　-　　　　　　　　←　　　　　_ 三三三≡~≡

聾巌Je 17Tnm

(耐和頓野

=>す､ン架蓑の耐用旗を行うべく頚蕪中で市名｡

③名辞究題百

第殊疎く､､ノト軸妻比碗瑞

〔自　由〕

五度安着に新で第第盲壱する台#Jぐツトについて普選撃-ii/( ､ソトに比薮して停弔上席に

雫来される衝蜜による新項の少いごと劫姫昧底賢左以即7こ64番っ7:もので友吉.

〔題適用噛)

蹄帝確　　化海皐牽デモ四ツ畠七助長単一射　畠水蜜13勺Sro

式敷方達　　　曲げ'綿

試乗席　　　　7ムスラー

嚇　　　櫛軸嘩師1 (常澄冊と)

1.定額芹による比較鋳

B′トB′3

a二言O S=36′c L=4So mTn

{*-

LU　ノ柾目局巌日石向の比薮

I ケ 峰�6ﾓ"�】リ5ク 薄ﾆ�4��776,;.. 

メ′ 倬d�s2�し奄軌5-0〟 俣����537//l 

I I 亦�平場5383J/ 瀞ﾈｮs�X�b�平均5-96グ I 

j項目浅向呈冒′1 �80/. ��SB�1 540//i 
I .〟 鳴�S2s"���83/, 姪s��b�560//i 

ト 〟 粘2s2�`1C)o〟 姪2rﾂ���675^/t 

l 1jf Lt �3?胸537.7倍 ���ﾘｼ��hｭ��平均=5921争, 

(2)舎新月単｢封の此軒

農大肩書 ��帝h��硬力イ係数 

26C,檀 偵#�T�.｢�

! ��平均ユ575!.. 白ﾆ��ﾉ�?�5"�雪崩515/) 

i台/P ����415/; 箔B��830// l 

i^/ �#"�43C)〟 膨て｢�186oA/ 

2　完成べ＼ソトによる上鰯

形　手折

!虐別 做�4Y�����`最大荷皇 僞ｩ7��ｲ�届蒐i 

i合力 ��糒��ir'7K3- 涛W)$��1 

-〟 ���c"�.25`ク ���7R� 

l 兌ﾘｼ�#h4��･音域875■4- ��

i j単一/ViB'yI 冤5〃. 俣�(�b� 

[^/f 白�&#&粕2ﾂﾂﾂ�箔#X4��i 

萱j 剄�254才,jglO7Jm打ー 兩i 

上蓋譲の覗く金軌ぐヅト良筆-,i/ぐ,tjトに比暫し舌鵬種に射し優毒もので方香う

〔収:即L親筆〕

合材/ぐ､y卜は鮒Iこ当りノ｣､片瀬麦以て接着する払岬と楳リヌ田方柾ど/なり専戎鼻の紅い

はなU D寿昭壷等蹄二男畠のU]鳳こつし-ては瑚吋で有る折不明である外他の

錦こ都､て甘覆れてい葛.
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◎ 〔都究題目一

年新円菖大曲が義套試験

而解されてU石(才色の毒太につし､てノ確珊在荷L､.耐開港と繭糸舵に動ける改良点の

讃斜とするTこ矧こ芳し､7Ll卸で雨竜.

㊨ (耕現題巨〕

地相ビニーJLラー7b鮒

ヒ､ニールチーフ言菖太の表面(尿貴重増量着:に怒着させる垂昌艮zA噛二つし,T

L誇避月遠景】

試拝(ヒ)辛)の裏面に尿葉塗料言塗布しビニールi-ト(暑さビニー)しチーフと瑚な

る寺/7:髭臓の附き也ぎ巧もの〕にビニールエマ)LJStヨ凋紳庖垂布し題鵬輔

ビニールシートを剖延ばしつ上始り而応塗料〔腰裏)去垂範で珊ぬる轟崇言痔1Ll.

〔耽机効果〕

幾宗則別帯皮力納言向iさせるに毒効なものとなっTLt ｡

(9 (研究悪声自〕

フナ封のマしこ､ソト欄jB石襲軸鳴常圧連久に射る醸噛笹の比較誠賢

ブナ軌こ水沼偉櫛荘常圧まスし康之の表面に潮騒常圧基スせるものとブナ､

ケマキ､和選対との曲げ鰻原耐鮎の1蟻を倹し襲用に併せんとするもの下市を.

(Ej白勺〕

ブナ,Bに胡危有蓋冒仇に曝露するも･7)首席巧守<便吊濁声で万石.之のに矧こ僻はスは

甥(ことljl出哀はし､もので万石g鹿妻成全味注入芝山て行わkl:TLl lLtが一髪靖高く贋作田

巻であさので東風こよる外気面猷とし､之が漏出を防止する7このl鋤綻速スLJ=

壱ものでLあ急,而して強要僻防敵U)初案を得んt丁零ものである.

(舶〕
フナ壬払産せる日別技上越の萱由によるが､萄蜜の粛七をますヱt E#用上布粛ITa奄故静

荷重･J7)碑を･.乱､TL:る蒜雫庄下記の珊くT･禿る｡

(1)血相富輝

哉寮岸　70港南長さ42C#スノヾン36C)准

太材防腐剤度会或遵細島立入ブナ耕　A

ケヤギ素処理射　　　　　　　　　B (触蜜rSrLl5ro)

プ働産材　　　　　　　　　　c L　　　〟　　)

-1e-

5ii

曲僻　　　　A-850　kayJcmユ(ま均)

B-910　　〃　　(〟)

C-810　　〃　　　( 〟 )

(口)防蔵神

武襲芹　30港南暴き130岩

塵頼前記(4)と同枚

方墓　　碑芹圃轟っプナノ山片と井こデ5,ケ一夕の中に入れ､ 7k妄荊加

cc入れ､空気扮軽石珊く(3し.日影に置し､て締生理遵乏行う｡

A　28日官僚適せ春頓船L,

E}       I

C　ァ頭短頒連鎖候を罵る. 1 1日経蘇β胸芋を生す. 20呂律高家相昏言辞J71㌦

4.そ　の他

①併発.許習会長懇談会

碍折轟曹会　　　　　　　　　周　遊1日　知,L貞　22名

産軒ヨ瞳摩滅滝壷鄭肺会　　　　1包　〟 2白　　　〃　　22名

産鄭韓主意夢触遷宮鄭ヒ等議会　　1回　// 1日　/,　1r7B

②幕噸項　(94夕名)

虜鮎E答　178J五　　　菜番屋題　69名　　柵偶4了7名

安蘇廃貨用務亀姫　Ⅰ5名　　　替　25〇虚

･:'in舜鄭嘩頻　　新戯　1二名

④　耕究萱.轟酢出席粟況　　4回　d名(承嘉人蔓)

⑤車重　未墾基点喪会意垂　　　　2名(魔人鄭

-†ry -

声績　蒋街更勇　対fEl　　席

事腎守男　伊夫便　頁

蒋斬碍　妨雲雀末期

仝　　森　方　言

書｣

席紳　溢包.1言義

主事南　西島貫毒手

工　手　布兼堺席

仝　　森　　　勇

仝　　奄　7k　溝　　　仝　　中　山太万

虫　次　也義　童　宋嘗　刺声産額会

席

I,r]､,1　甫

及

仝　　福本四　部

ノ人膚　保田清美衝

封1 Z=5名


